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日
本
銀
行
大
阪
支
店
は
、
江
戸
時
代
に
豪ご

う

商し
ょ
う

鴻こ
う
の
い
け池
家
な
ど
が
両
替
店
を
構
え
た
今い

ま
ば
し橋

筋す
じ

（
現
在
の
中
央
区
今
橋
）
の
一
角
に
商
家

を
借
用
し
た
急

き
ゅ
う

拵ご
し
らえ

の
店
舗
と
し
て
開
設
さ

れ
ま
し
た
。畳
敷
き
の
上
に
外と

山や
ま

支
店
長（
注
１
）

以
下
一
五
名
の
行
員
が
机
を
並
べ
る
店
舗
は

金
庫
設
備
も
な
く
不
便
を
生
じ
、
翌
十
六
年

十
月
に
大
川
町
（
現
在
の
中
央
区
北
浜
四
丁

目
の
一
角
）
に
土
地
家
屋
を
購
入
し
て
移
転

し
ま
し
た
。

　

移
転
当
初
は
こ
の
大
川
町
の
敷
地
に
新
店

舗
を
建
設
す
る
予
定
で
し
た
が
、
敷
地
の
都

合
か
ら
方
針
を
変
更
し
他
に
敷
地
を
求
め
る

こ
と
と
な
り
、
現
在
の
支
店
が
建
つ
北
区
中な
か

之の

島し
ま

二
丁
目
に
そ
の
地
を
定
め
ま
し
た
。

　

中
之
島
は
大
川
（
旧
淀
川
）
が
堂ど

う
じ
ま
が
わ

島
川
と

土と

さ佐
堀ぼ

り
が
わ川

に
二
分
さ
れ
た
、
そ
の
二
つ
の
川

の
間
に
細
長
く
延
び
る
中
州
で
、
江
戸
時
代

に
は
交
通
運
輸
の
便
の
良
い
こ
と
か
ら
各
藩

の
蔵
屋
敷
が
軒
を
並
べ
て
全
国
各
地
の
物
資

が
集
ま
り
、
堂
島
川
の
対
岸
に
は
堂ど

う
じ
ま
こ
め

島
米
会か

い

所し
ょ

（
注
２
）
が
設
け
ら
れ
、
米
相
場
の
取
引
が

行
わ
れ
る
「
天
下
の
台
所
」
大
坂
そ
の
も
の

で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
日
本
銀
行
大
阪
支
店
の
建
設

大
阪
支
店
開
設
か
ら

中
之
島
移
転
へ

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
十
月
十
日
の
日
本
銀
行
開
業
か
ら
わ
ず
か
二
カ
月
後
の
十
二
月

十
八
日
に
日
本
銀
行
の
大
阪
支
店
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
二
番
目
の
西さ

い

部ぶ

支
店
（
現
在
の
北
九
州

支
店
）
が
開
設
さ
れ
る
の
は
一
〇
年
以
上
後
で
す
。
大
阪
支
店
は
本
店
と
と
も
に
一
三
〇
年
の
日

本
銀
行
の
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
現
在
全
国
に
配
置
さ
れ
て
い
る
支
店
三
二
店
舗
の
中
で
別

格
で
す
。
第
二
回
は
、
そ
ん
な
大
阪
支
店
の
建
物
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
大
阪
支
店

2

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

（
注
１
）
外
山
支
店
長

　

 

初
代
日
本
銀
行
大
阪
支
店
長

外
山
修
造
理
事
。
明
治
十
五

年
（
一
八
八
二
）
十
一
月
～

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

六
月
の
間
支
店
長
を
務
め
る
。

大
阪
支
店
の
み
理
事
が
支
店

長
に
就
任
。
辞
任
後
も
関
西

財
界
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
。

（
注
２
）
堂
島
米
会
所

　

 

江
戸
時
代
に
大
坂
堂
島
で
開
か

れ
た
米
の
流
通
市
場
。
徳
川
幕

府
の
公
認
す
る
世
界
初
の
「
先

物
取
引
市
場
」
で
あ
っ
た
。
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
廃
止

さ
れ
た
後
、
堂
島
米
穀
取
引
所

（
明
治
二
十
六
年
［
一
八
九
三
］

～
昭
和
十
四
年
［
一
九
三
九
］）

と
し
て
一
時
再
建
さ
れ
た
。

（
注
３
）
駅
逓
司
大
阪
郵
便
役
所

　

 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月

に
制
定
さ
れ
た
わ
が
国
最
初
の

郵
便
制
度
に
基
づ
く
郵
便
役

所
。大
阪
中
央
郵
便
局
の
前
身
。

日
本
銀
行
大
阪
支
店
の
前
庭
に

石
碑
と
郵
便
制
度
発
足
一
〇
〇

年
の
記
念
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

（
注
４
）
五
代
友
厚

　

 

天
保
六
年（
一
八
三
五
） ―
明

治
十
八
年（
一
八
八
五
）　

鹿
児

島
市
に
生
ま
れ
る
。
大
阪
造
幣

寮
（
現
在
の
造
幣
局
）
の
誘
致
、

堂
島
米
会
所
の
復
興
、
大
阪

株
式
取
引
所
（
現
在
の
大
阪
証

券
取
引
所
）
お
よ
び
大
阪
商

法
会
議
所
（
現
在
の
大
阪
商
工

会
議
所
）
の
設
立
な
ど
関
西

経
済
界
発
展
の
礎
を
築
い
た
。

東
の
渋
沢
栄
一
と
並
び
称
さ

れ
る
関
西
経
済
界
の
重
じ
ゅ
う
ち
ん鎮。

（
注
５
）
大
阪
衛
生
試
験
所

　

 

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
設

立
の
大
阪
司
薬
場
を
前
身
と

す
る
官
営
の
医
薬
品
試
験
機

関
。
移
転
先
の
新
試
験
所
建

物
は
辰
野
金
吾
と
葛
西
萬
司

の
設
計
に
よ
り
明
治
三
十
一

年
（
一
八
九
八
）
十
月
に
完
成
。

（
注
６
）
葛
西
萬
司

　

 

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在

の
東
京
大
学
工
学
部
）
明
治

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
卒
業
。

日
本
銀
行
技
師
と
し
て
本
店

本
館
、
西
部
支
店
お
よ
び
大

阪
支
店
の
設
計
に
関
与
。
日

本
銀
行
を
辞
職
後
、
辰
野
金

吾
と
共
に
辰
野
葛
西
建
築
事

務
所
を
主
宰
。
旧
盛
岡
銀
行

本
店
、
東
京
駅
等
を
設
計
。

（
注
７
）
片
岡
安

　

 

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在

の
東
京
大
学
工
学
部
）
明
治

三
十
年
（
一
八
九
七
）
卒
業
。

日
本
銀
行
技
師
と
し
て
大
阪

支
店
の
設
計
に
関
与
、
工
事

中
に
日
本
生
命
保
険
副
社
長

片
岡
直
温
の
婿
養
子
と
な
る
。

後
に
辰
野
金
吾
と
共
に
辰
野

片
岡
建
築
事
務
所
を
主
宰
。

大
阪
で
活
躍
し
、
晩
年
大
阪

商
工
会
議
所
会
頭
も
務
め
る
。

（
注
８
）
長
野
宇
平
治

　

 

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在

の
東
京
大
学
工
学
部
）
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
卒
業
。

日
本
銀
行
技
師
長
と
し
て
辰

野
金
吾
の
後
継
を
務
め
、
日

本
銀
行
本
支
店
を
始
め
と
す

る
数
多
く
の
銀
行
建
築
を
手

掛
け
た
。

（
注
９
）
大
阪
駅

　

 

二
代
目
大
阪
駅
本
屋
と
し
て

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

に
完
成
。
豪
壮
な
石
造
ゴ
シ
ッ

ク
建
築
。

（
注
10
）
泉
布
館

　

 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
造

幣
寮
（
現
在
の
造
幣
局
）
の

応
接
所
と
し
て
建
築
。
設
計

は
Ｔ
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
。
現
在
、

国
の
重
要
文
化
財
。

（
注
11
）
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

　

 

初
め
て
海
外
か
ら
の
出
品
も

あ
り
、
事
実
上
日
本
で
最
初

の
万
国
博
覧
会
。

現在の外観 新築時の外観（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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用
地
は
、
島
原
藩
の
蔵
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
（
現
在
の
敷
地
は
隣
接
し
て
い
た
水
戸
藩

と
加
賀
藩
の
敷
地
の
一
部
も
含
む
）
で
、
明

治
に
入
っ
て
蔵
屋
敷
が
取
り
壊
さ
れ
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
の
郵
便
制
度
発
足
に
と

も
な
っ
て
大
阪
で
最
初
の
郵
便
役
所
で
あ
る

駅え
き
て
い逓

司し

大
阪
郵
便
役
所
（
注
３
）
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
役
所
が
北
浜
に
移
転
し
た
後
は
、
大
阪

経
済
界
の
基
礎
を
築
い
た
五ご

代だ
い

友と
も
あ
つ厚

（
注
４
）

が
一
時
屋
敷
を
構
え
、
更
に
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）
か
ら
内
務
省
大
阪
衛
生
試
験
所

（
注
５
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
用
地
の
取
得
に
は
、
代
償
と
し
て
大
阪

衛
生
試
験
所
の
移
転
建
設
を
日
本
銀
行
が
行

う
と
い
う
条
件
が
付
き
、
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
十
一
月
に
よ
う
や
く
日
本
銀
行

の
所
有
地
と
な
り
ま
し
た
。　

　

江
戸
時
代
の
米
穀
取
引
の
中
心
地
に
大
阪

支
店
の
新
店
舗
用
地
を
定
め
、
こ
の
地
が
再

び
金
融
の
中
心
地
に
返
り
咲
い
た
こ
と
は
縁

の
あ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
銀
行
本
店
本
館
お
よ
び
西
部
支
店
の

建
築
に
続
く
大
阪
支
店
新
築
の
設
計
は
再
び

辰
野
金
吾
（
写
真
１
）
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

設
計
チ
ー
ム
に
は
本
店
本
館
の
設
計
か
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
む
日
本
銀
行
技
師
の
葛か

さ
い西

萬ま
ん

司じ

（
注
６
）
の
ほ
か
、
大
阪
支
店
新
築
設
計

が
着
手
さ
れ
る
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

に
日
本
銀
行
技
師
と
な
る
片
岡
安
（
注
７
）
と

長
野
宇
平
治
（
注
８
）
の
二
人
が
加
わ
り
ま
す
。

　

本
店
本
館
の
建
築
に
、
ほ
ぼ
掛
か
り
っ
き

り
だ
っ
た
辰
野
は
、
同
建
物
が
完
成
し
た
後
、

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
建
築
学
会

会
長
と
工
科
大
学
長
に
就
任
す
る
な
ど
日
本

建
築
界
の
育
成
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
阪
支
店
の
建
築
に
三
人
の
後
輩
建
築
家

を
参
画
さ
せ
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
辰
野
の
勧
め
で
大
阪
支
店
新
築
計

画
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
日
本
銀
行
技
師
と
な

る
長
野
は
、
日
本
銀
行
建
物
の
設
計
を
託
す

辰
野
の
後
継
者
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
途
中
の
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）

十
月
に
葛
西
が
技
師
長
を
辞
職
し
た
あ
と
、

長
野
は
日
本
銀
行
技
師
長
と
し
て
大
阪
に
転

建
築
に
関
わ
っ
た

四
人
の
建
築
家

（
注
１
）
外
山
支
店
長

　

�

初
代
日
本
銀
行
大
阪
支
店
長

外
山
修
造
理
事
。
明
治
十
五

年
（
一
八
八
二
）
十
一
月
～

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

六
月
の
間
支
店
長
を
務
め
る
。

大
阪
支
店
の
み
理
事
が
支
店

長
に
就
任
。
辞
任
後
も
関
西

財
界
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
。

（
注
２
）
堂
島
米
会
所

　

�

江
戸
時
代
に
大
坂
堂
島
で
開
か

れ
た
米
の
流
通
市
場
。
徳
川
幕

府
の
公
認
す
る
世
界
初
の
「
先

物
取
引
市
場
」
で
あ
っ
た
。
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
廃
止

さ
れ
た
後
、
堂
島
米
穀
取
引
所

（
明
治
二
十
六
年
［
一
八
九
三
］

～
昭
和
十
四
年
［
一
九
三
九
］）

と
し
て
一
時
再
建
さ
れ
た
。

（
注
３
）
駅
逓
司
大
阪
郵
便
役
所

　

�

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月

に
制
定
さ
れ
た
わ
が
国
最
初
の

郵
便
制
度
に
基
づ
く
郵
便
役

所
。大
阪
中
央
郵
便
局
の
前
身
。

日
本
銀
行
大
阪
支
店
の
前
庭
に

石
碑
と
郵
便
制
度
発
足
一
〇
〇

年
の
記
念
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

（
注
４
）
五
代
友
厚

　

�

天
保
六
年（
一
八
三
五
） ―
明

治
十
八
年（
一
八
八
五
）　

鹿
児

島
市
に
生
ま
れ
る
。
大
阪
造
幣

寮
（
現
在
の
造
幣
局
）
の
誘
致
、

堂
島
米
会
所
の
復
興
、
大
阪

株
式
取
引
所
（
現
在
の
大
阪
証

券
取
引
所
）
お
よ
び
大
阪
商

法
会
議
所
（
現
在
の
大
阪
商
工

会
議
所
）
の
設
立
な
ど
関
西

経
済
界
発
展
の
礎
を
築
い
た
。

東
の
渋
沢
栄
一
と
並
び
称
さ

れ
る
関
西
経
済
界
の
重
じ
ゅ
う
ち
ん鎮。

（
注
５
）
大
阪
衛
生
試
験
所

　

�

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
設

立
の
大
阪
司
薬
場
を
前
身
と

す
る
官
営
の
医
薬
品
試
験
機

関
。
移
転
先
の
新
試
験
所
建

物
は
辰
野
金
吾
と
葛
西
萬
司

の
設
計
に
よ
り
明
治
三
十
一

年
（
一
八
九
八
）
十
月
に
完
成
。

（
注
６
）
葛
西
萬
司

　

�

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在

の
東
京
大
学
工
学
部
）
明
治

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
卒
業
。

日
本
銀
行
技
師
と
し
て
本
店

本
館
、
西
部
支
店
お
よ
び
大

阪
支
店
の
設
計
に
関
与
。
日

本
銀
行
を
辞
職
後
、
辰
野
金

吾
と
共
に
辰
野
葛
西
建
築
事

務
所
を
主
宰
。
旧
盛
岡
銀
行

本
店
、
東
京
駅
等
を
設
計
。

（
注
７
）
片
岡
安

　

�

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在

の
東
京
大
学
工
学
部
）
明
治

三
十
年
（
一
八
九
七
）
卒
業
。

日
本
銀
行
技
師
と
し
て
大
阪

支
店
の
設
計
に
関
与
、
工
事

中
に
日
本
生
命
保
険
副
社
長

片
岡
直
温
の
婿
養
子
と
な
る
。

後
に
辰
野
金
吾
と
共
に
辰
野

片
岡
建
築
事
務
所
を
主
宰
。

大
阪
で
活
躍
し
、
晩
年
大
阪

商
工
会
議
所
会
頭
も
務
め
る
。

（
注
８
）
長
野
宇
平
治

　

�

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在

の
東
京
大
学
工
学
部
）
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
卒
業
。

日
本
銀
行
技
師
長
と
し
て
辰

野
金
吾
の
後
継
を
務
め
、
日

本
銀
行
本
支
店
を
始
め
と
す

る
数
多
く
の
銀
行
建
築
を
手

掛
け
た
。

（
注
９
）
大
阪
駅

　

�

二
代
目
大
阪
駅
本
屋
と
し
て

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

に
完
成
。
豪
壮
な
石
造
ゴ
シ
ッ

ク
建
築
。

（
注
10
）
泉
布
館

　

�

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
造

幣
寮
（
現
在
の
造
幣
局
）
の

応
接
所
と
し
て
建
築
。
設
計

は
Ｔ
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
。
現
在
、

国
の
重
要
文
化
財
。

（
注
11
）
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

　

�

初
め
て
海
外
か
ら
の
出
品
も

あ
り
、
事
実
上
日
本
で
最
初

の
万
国
博
覧
会
。

写真 1　辰野金吾
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

任
し
、
現
場
監
督
に
携
わ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
片
岡
も
工
事
途
中
の
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
八
月
に
技
師
を
辞
職
し
、
長
野

が
辰
野
の
も
と
で
一
人
、
建
物
の
完
成
に
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
二
月
に
着
工

し
た
工
事
は
、
五
年
二
カ
月
の
歳
月
と
、

八
〇
万
六
千
余
円
の
工
費
を
費
や
し
、
明
治

三
十
六
年（
一
九
〇
三
）一
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
民
は
そ
の
壮
大
な
白
亜
の
石
造
洋

館
に
驚
愕
し
た
と
言
わ
れ
、
大
阪
駅
（
注
９
）

と
泉せ

ん

布ぷ

館か
ん

（
注
10
）
に
並
ぶ
大
阪
三
名
所
の
ひ

と
つ
に
加
え
ま
し
た
。

　

大
阪
支
店
が
竣
工
し
た
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
は
、
大
阪
で
国
内
最
後
に
し
て

最
大
と
な
っ
た
「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」

（
注
11
）
が
開
か
れ
、
ま
た
築ち

っ
こ
う港

大
桟
橋
が
竣
工

し
、
更
に
日
本
で
最
初
の
市
電
（
市
直
営
の

電
車
）
が
大
阪
に
生
ま
れ
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
さ
に
商
工
業
都
市
大
阪
の
興

こ
う
り
ゅ
う隆を

全
国
に
知
ら
し
め
た
年
で
し
た
。

　

新
築
時
の
大
阪
支
店
は
石
積
み
レ
ン
ガ
造

り
二
階
建
て
の
本
館
と
、
レ
ン
ガ
造
り
平
屋

の
金
庫
館
（
写
真
２
）
お
よ
び
機
械
室
・
食
堂
等

の
付
属
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

新
築
時
の
本
館
の
外
壁
は
、
構
造
体
の
レ

ン
ガ
を
裏
積
み
し
、
外
側
に
本
店
本
館
と
同

確
立
さ
れ
た
様
式
建
物
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じ
岡
山
県
北き

た

木ぎ

島し
ま

産
の
花
こ
う
岩
を
積
ん
で
、

全
体
を
重
厚
な
石
造
建
物
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
床
は
、
鉄
骨
梁
に
波な

み
が
た形

鉄て
っ
ぱ
ん板

を
掛

け
渡
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
充

じ
ゅ
う
て
ん填し
た
防
火
床

で
、
床
仕
上
げ
を
檜

ひ
の
き

板
張
り
、
床
下
面
を
波

形
鉄
板
の
露
出
仕
上
げ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

屋
根
は
、
中
央
の
八
角
ド
ー
ム
お
よ
び
客

き
ゃ
く

溜だ
ま
り

上
部
を
鉄
骨
造
り
の
小
屋
組
み
と
し
、
そ

の
他
の
屋
根
を
木
造
小
屋
組
み
と
し
た
上
で
、

木
製
下
地
の
上
に
銅
板
及
び
石
板
ス
レ
ー
ト

を
葺
き
、
更
に
客
溜
上
部
の
屋
根
の
一
部
を

ガ
ラ
ス
張
り
と
し
て
、
階
下
の
客
溜
に
自
然

光
を
採
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
３
）

　

ま
た
、
各
室
に
蒸
気
暖
房
機
と
電
灯
を
設
置

し
た
ほ
か
、
各
窓
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
お
よ
び

屋
内
外
の
消
火
栓
も
完
備
し
て
い
ま
し
た
。

　

意
匠
面
の
特
徴
と
し
て
は
、
大
阪
支
店
本

館
は
本
店
本
館
と
同
じ
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
様
式
建
築
と
し
て
、

よ
り
完
成
度
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
観
は
東
西
南
北
の
四
面
と
も
そ
れ
ぞ
れ
完

全
対
称
で
、
東
正
面
と
南
北
側
面
に
は
同
一

デ
ザ
イ
ン
の
連
窓
と
四
本
の
円
柱
に
支
え
ら

れ
た
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
（
注
12
）
を
付
し
て
、
い

ず
れ
の
コ
ー
ナ
か
ら
眺
め
て
も
、
様
式
建
築

と
し
て
の
姿
が
成
立
し
て
い
ま
す（
写
真
４
・
５
）。

　

外
観
だ
け
で
な
く
、正
面
玄
関
、支
店
長
室
、

貴
賓
室
等
の
平
面
計
画
に
も
シ
ン
メ
ト
リ
ー

を
巧
み
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
更
に
、
外
部
の
装
飾
要
素
を
室
内

に
も
巧
み
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
内
外

観
の
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
を
図
っ
て
い
る
の
も

特
徴
で
す
。

　

細
部
に
目
を
向
け
る
と
、
一
般
部
分
の
木

造
系
デ
ザ
イ
ン
と
同
じ
手
法
を
用
い
な
が
ら
、

装
飾
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
込
む
な
ど
の

工
夫
に
よ
り
荘
重
な
空
間
を
作
り
出
し
て
い

る
貴
賓
室
（
写
真
６
）
と
、
そ
の
貴
賓
室
に
つ
な

が
る
鉄
骨
ト
ラ
ス
ア
ー
チ
を
巧
み
に
組
ん
だ

階
段
室
（
写
真
７
・
８
）
に
完
成
度
の
高
い
デ
ザ

イ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

新
築
時
の
金
庫
は
狭
く
設
備
も
貧
弱
で
あ

っ
た
た
め
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
八

月
に
金
庫
改
築
の
計
画
が
た
て
ら
れ
、
旧
金

庫
館
を
取
り
壊
し
の
上
、
新
た
に
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
地
下
一
階
地
上
三
階
建
て
の

金
庫
館
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
十
月
に
着
工
し
、
同
九
年

（
一
九
三
四
）
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
金
庫

館
新
築
に
合
わ
せ
て
老
朽
化
し
た
付
属
家
全

般
の
模
様
替
え
工
事
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
支
店
は
か
ね
て
か
ら
敷
地
が

狭
か
っ
た
た
め
、
将
来
の
営
業
所
新
築
の
場

合
を
予
想
し
て
周
辺
の
隣
接
地
を
機
会
あ
る

ご
と
に
購
入
す
る
方
針
を
と
り
、
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
頃
か
ら
本
館
正
面
敷
地
前
の
空

金
庫
館
の
増
築

（
注
12
）
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト

　

�

西
洋
建
築
に
お
け
る
切
り
妻

屋
根
の
妻
側
屋
根
下
部
と
水

平
材
に
囲
ま
れ
た
三
角
形
の

部
分
。

写真 5　本館北側面外観　

写真 3　新築時の
客溜（日本銀行金
融研究所アーカイ
ブ所蔵）

写真 4　本館正面外観　

写真 2　中庭の左側が金
庫館。右側は本館西側の
支店長室。（日本銀行金融
研究所アーカイブ所蔵）

図 1　新築時の本館平面図
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地
一
七
〇
坪
を
大
阪
市
か
ら
購
入
す
る
な
ど

新
た
な
用
地
拡
大
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
動
き
の
中
で
、
日
中
戦
争
の
開

始
以
来
本
行
業
務
は
ま
す
ま
す
膨
張
し
、
更

な
る
増
改
築
ま
た
は
新
築
の
た
め
の
相
当
広

い
用
地
拡
幅
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
か
ら
昭
和

十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
か
け
西
側
隣
接
地

一
一
四
三
坪
の
う
ち
七
二
七
坪
を
買
収
し
た

も
の
の
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、
戦
後
の
昭

和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
西
側
隣
接
地

の
残
り
四
一
六
坪
（
旧
日
綿
實
業
移
転
跡
）

を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
敷
地

拡
張
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
業
務
拡
大
に
よ
り
、
昭
和
四
十
年

代
に
は
拡
張
さ
れ
た
敷
地
内
に
本
館
と
金
庫

館
を
含
め
二
〇
棟
の
建
物
が
建
つ
状
況
で
し

た
（
図
２
）。

　

老
朽
化
の
著
し
い
分
散
し
た
建
物
を
統
合

し
て
新
た
な
支
店
建
物
を
計
画
す
る
に
あ
た

り
、
本
館
の
建
て
替
え
が
課
題
と
な
り
、
地

元
市
民
お
よ
び
建
築
専
門
家
か
ら
の
本
館
保

存
の
要
望
も
取
り
入
れ
、
可
能
な
限
り
本
館

建
物
を
残
し
て
新
館
を
建
て
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
図
３
）。

　

本
館
の
業
務
機
能
を
活
か
し
て
保
存
活
用

す
る
た
め
の
対
応
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）
に
外
壁
の
石
積
み
を
全
て
残
し

た
ま
ま
内
側
の
レ
ン
ガ
積
み
壁
を
撤
去
し
て

新
た
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
置
き
換
え

る
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
９
）。

　

外
壁
石
と
ド
ー
ム
屋
根
の
保
存
に
よ
る
外

観
保
存
の
他
に
、
二
階
の
貴
賓
室
と
階
段
室

を
新
築
時
の
す
が
た
で
復
元
保
存
し
ま
し
た
。

　

や
む
を
得
ず
レ
ン
ガ
構
造
体
は
撤
去
さ
れ

た
も
の
の
、
建
物
の
外
観
が
そ
の
ま
ま
保
存

さ
れ
た
本
館
が
こ
れ
か
ら
も
中
之
島
の
景
観

の
ひ
と
つ
と
し
て
市
民
に
広
く
親
し
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

本
館
の
保
存
活
用

写
真
9　

本
館
改
修
工
事

図 2　新館増築前の配置図

図 3　現在の配置図

写真 6　貴賓室
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真 7　正面玄関から見る階段室
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）写真 8　階段室


